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2016年4月 ㈱梓設計入社

2016年9月～2019年3月 空港設計のチームにて地
方空港の増改築設計に携わる。

2019年4月～2022年6月 関西支社にてホテルの意

匠監修業務、研究所の基本設計、庁舎の基本実施
設計業務に携わる。

2023年1月～ BIM戦略室、AXチーム配属及びAIRに
出向し、AIR-Plate等の開発に携わる。

ArchiCADは10年の使用歴があり、経験を活かして
社内のBIM戦略策定に携わる。

AX｜WE ARE｜梓設計 (azusasekkei.co.jp)

https://www.azusasekkei.co.jp/we_are/axix/


会社概要
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梓設計
DX推進室  B IM戦略室の他
2021年にシンクタンクを設立

シンクタンク

DX BIM
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梓総合研究所 History and Achievements

2021

2022

2023

日本建築学会主催 BIMの日2023シンポジウム
「BEYOND BIM ―BIMを超えて、
建築情報の民主化を考える」登壇

野城智也 東大教授＋北島隆次弁護士（TMI法律事務所）＋ 梓総合研究所
「建築分野におけるカーボントレーディング（ImpressR&D）」発刊

東大松尾豊研究室の監修により
「未来の設計事務所AIワークショップ」開催

長崎空港 保安検査場の混雑緩和にむけたDX実証実験 ●

東京多摩地域の林業者様と山林集積へ向けた協議 ●

（建築CPD情報提供制度認定プログラム）セミナー開催
「脱炭素時代を迎えて『建築都市分野におけるカーボン・トレーディング』の発刊を機に」

●

●

次世代型のパノラマビューシステム「Seating Experience Assistant Technology 」開発 ●

●

●

東京大学大学院工学系研究科
技術経営戦略学専攻 教授

2023年5月 岸田政権が発足した人工知能（AI）活用
に向けた政府方針「AI戦略会議」座長。
ソフトバンクグループ社外取締役
日本ディープラーニング協会理事長
【専門分野】人工知能、深層学習、Web工学、ソーシャ

ルメディア分析、知の構造化、ビッグデータ分析（国
内人工知能第一人者）

東京大学空間情報科学研究センター
教授同センター長

【専門分野】実世界を対象とした総合的計測・
センシング技術、多様な観測データとシミュ
レーション、意思決定や活動支援サービスのデ
ザイン技術などの研究・開発を行う

國學院大學観光まちづくり学部学部長

元東京大学副学長、マサチューセッツ工科大
学客員研究員、コロンビア大学客員研究員、
フランス社会科学高等研究院客員教授、国際
記念物遺跡会議（ICOMOS）副会長等。

【専門分野】都市保全、景観、歴史まちづく
り他、ユネスコ世界遺産選定委員を兼ねる。

東京都市大学学長

東京大学生産技術研究所教授、東京大学生産技
術研究所所長、東京大学副学長を歴任。

【専門分野】サステナブル建築、建物とイノ
ベーションのマネジメントの権威。主な著書に
『イノベーション・マネジメント：プロセス・
組織の構造化から考える』

研究理事紹介

● Architwin(株)との協業により梓設計75周年記念WEB
ギャラリーを開設

● 長崎空港ビルディング株式会社と協業による先端的実証研究実施

● 2021年10月 (株)梓総合研究所（AIR）設立

ぴあ株式会社とスポーツビジネスで業務連携 ●

●  LocationMind(株) 
投資契約

● AIR投資事業有限責任組合
設立

施設データプラットフォーム「AIR-Plate 」特許出願 ●

● 日経アーキテクチャー3月号にAIR-Plate が掲載

● 東京多摩地域の地元林業者、
製材業者、木材産業組合と
協業(NDA)



9



施設運営のDX 化を推進する
BIM-FM システム「AIR-Plate」

(1) 開発の背景等

(2) コンセプト

(3) Technology

(4) 今後の展望

10

施設運営のDX 化を推進する
BIM-FM システム「AIR-Plate

」



Copyright © 2023 Azusa Institute of Research Co., Ltd. All Rights Reserved.

Confidential

11

(1) 開 発 の 背 景 等
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開発の背景①「社会課題の解決」
少子高齢化による人材不足＝施設運営の属人化からの脱却

開発の背景②「業界課題の解決」
施設管理のみならず施設経営や日常業務までカバーできるFMシステム

開発の背景③「梓設計課題の解決」
梓設計の顧客が抱える施設運営の課題の解決支援
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次世代BIMFMソリューションを
東京大学有識者と共に共同で開発

東京都市大学
野城智也学長
<AIR研究理事>

東京大学
村井一特任教授
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メディア掲載

日経アーキテクチャー

Unreal fest 2022 登壇 FMテキスト書籍掲載
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(2) コ ン セ プ ト
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発注者にBIMの価値を
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BIMをBMとIに分解し、高機能・低コストを実現
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ワンパッケージ型とオープンネットワーク型

ワンパッケージ型

一つのシステムに全ての機能を実装させ、売り切りでシステムを提供
する販売方式です。中長期的なシステムの安定性がある反面、イニ
シャルのコストがかかることや、システムアップデートが鈍く、新たな
技術への連携も図りにくい特徴もあります。

オープンネットワーク型

市販されているSaaSを掛け合わせて、サブスクリプションサービスとし

てシステムを提供する販売方式です。高機能ながらもコストを抑えら
れ、新しいシステムの連携や追従がはかりやすい反面、複数のサービ
スを連携させているため、システム連携や使用料管理が複雑になる側
面があります。
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ソフトウェアのネットワーク
スペースマネジメントと属性マネジメント

各ソフトウェアを連携させることで、相
乗効果が生まれます。

各ソフトウェアにおいて得意領域では
存分に力を発揮し、逆に苦手な領域は
他のソフトウェアに頼ることで、大きな
相乗効果が生まれます。

施設運営上必要となる位置情報を司
るスペースマネジメントと詳細な属性
情報の掛け合わせにより、強固な施設
管理システムを実現します。
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ソフトウェアのネットワーク
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(3) Technology
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データ
テンプレート

データ共有・編集を容易に

施設情報をクラウドデータベースに 

格納し、どこからでも共有・編集が可

能 です。ページごとにアクセス権限

を設定 し、安全なデータ運用を実現

します。

データがみつからない
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3D Model

図面が不要に。
直感的な施設管理

施設の3Dモデルにデータベースの

情報を投影できます。運営情報や修

繕状況 も可視化し、施設のステータ

スを簡単に モニタリングできます。

図面が読めない



Copyright © 2023 Azusa Institute of Research Co., Ltd. All Rights Reserved.

Confidential

26

3D Scan

360度カメラで建物をスキャンし、 

内外の形状や寸法を遠隔地で確認で

きます。ビューワーにタグを追加し、

家具 ・備品情報も可視化・管理でき

ます。

現場が遠い

遠隔地からの
施設確認・管理
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とはいえ、
BIMが全てに向いているわけではない・・・
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既存90億㎡

新築1.5億㎡/年

・効果的な維持管理方法がない
・維持管理の担い手がいない
・財源が潤沢ではない
・老朽化が把握されず進行し続ける

・新しい技術の導入が比較的容易
・供用開始直後はさほど更新費用はかからない

管理難易度に応じたサービスの組合せの適正化
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維持管理データベース

2D図面データ

3Dスキャン

BIM

1.0D管理 3.0D管理2.0D管理 2.5D管理

管理難易度

管理難易度に応じたサービスの組合せの適正化
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維持管理データベースとの連携を

自動化するツールを開発
（特許出願中）

2D図面データにおける部屋情報の単位化と維持管理データベースとの連携
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論文発表 AIJ情報シンポジウム

2D図面データにおける部屋情報の単位化と維持管理データベースとの連携
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• 部屋名以外の文字情報を部屋名として
誤認識させないための前処理が必要

• CADなどから書出したレイヤー情報を
持つPDFに限定

データ変換の概要
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ドラッグ&ドロップで
PDFをアップロード

Notionにアクセスするための
Database IDとAPI Keyを入力

部屋名を正しき認識させ
るためのプロパティ設定

アプリケーションへの実装
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アプリケーションへの実装
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(4) 今 後 の 展 望
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ご清聴ありがとうございました
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